
































































































































































































































































































































































































































































116．フ 85．1 201．8 18 ．4 12．6 31・0
54 ．5 ＊ 8・1 62．6 69■0 18 ．3 ＊2．7 21．0 32．0
9 5．1 74．7 169．8 15．8 16 ．8、 11・6 28．4 8・3







































マ r ゾ ニ ン
濃 度 ■ ％
感 染 赤 血 球 酸 素 消 費 量 声 ／3 0 0 m g （ 4 例 平 均 ° 正 常 赤 血 球 酸 素 消 費 量 ″ ／3 0 0 1咤 （ 4 例 平 均 °
Ⅰ観 測 値 l 帽 測 値 い 時 間 値 －阻 害 度 ％ ＝ 観 測 値 l 廿．観 測 値 ・い 時 表 値 ・l 阻 重 度 ％
対　 照 1 0 2 ．6 8 7 ・1 1 8 9 ・6
m
1 6 ・9 1 0 ．5　　　　 2 7 ．4
0 ．■1 4 5 ・1 1 9 ．1 6 4 ■・1 6 6 ．2 1 9 ．4 8 ．7　　　　 2 8 ・1 ＋ 2 ・1
0 ．0 1 フ5 ．6 5 8 ・9 1 3 4 ．5 2 9 ・1 1 5 ．フ 9 ．0　 ‾　　　 2 4 ・フ 1 0 こ1
















感 染 赤 血 球 酸 素 消 費 量 ″ ／3 0 0 Ⅰ加g （4 例 平 均 °
元 忘 邑 Ⅱ測 測 崎 い 時 間 値 画
正 常 赤 血 球 酸 素 消 費 量 〝り3 0 0 m g （4 例 平 均 ）
1 観 測 値 l Ⅱ錮 値 い 時 間 値 l 阻 害 度 ％
対　 照 1 2 3 ．2 9 4 ．9 2 1 8 ・1 16 ．7 ．． 9 ・6 2 6 ・3
0 ．7 芦1 ・1 1 1 ．5 4 2 ．6 8 0 ・5 15 一博 「ァ 工 ・，丁4 ・2 ■・ 19 ・8 2 4 ．7
0 ・0 7 ．7 2 ．1 4 3 ．7 1 1 5 ．．8 4 6 ．9 15 ．自 ．9 ．8 2 5 ．4 3 ・3 ．

























感染赤血球酸素消費量 直／300 r咤 （4 例平均°
l郎 惟 l Ⅱ測：観値 l l 高 高音 画
正 常赤■血球酸 素消費量 〝l／300m g （4 例 平均°
丁 表 万 一帽 測値 一い 蒜 値 －阻害度 ％
対　 照 115 ・8 92 ・3 208 ．1 18 ・8　　　 14 ．1 32 ・9
0 ．1 ∑6 ．9 －　14 ．0 70 ．9 64 ・フ 15 ．3　　　　　 6 ．8 22 ・1 32 ．8
0 ．0 1 92 ．6 65 ・7 158 ・3 23 ．9 16 ．6　　　 12 ・1 ． 28 ・7 12 ．9























提■■瞳 ，， ■蓑苧…■室 ，．た弄萎苧票莞 書 …三．…挙 旨 －≡挙 蓑 ，′　 室字書■室 ’．‘弄芦a宇票崇 書 ；三．＝…二等 巻…挙 髭 ′′
対　 照 115 ・8 92 ・3
n
， 2 08 ・1 18 ．8
14 ・1 ．l 32 ．9
0 ．1 56 ・9 14 ．0 7 0 ．9 64 ．7 15 ・3 6 ．8 ＿22 ・1 32 ．8
0 ．0 1 92 ・6 65 ．7 15 8 ・3 23 ．・9 16 ・6 12 ．1 28 ．7 12 ・9











































感 染 赤 血 球 酸 素 消 費 量 叫 声0 0 m g （4 例 平 均 °　 赤 血 痕 酸 素 消 費 量 刷 3 P O m g （4 例 平 均 °
閻 ■ 麗　 ，，
1 議 値 1 帽 測 償 い 時 間 値 －阻 害 度 ゐ I 1 年 測 値 l 帽 測 値 い 時 間 値 l ぬ 害 度 ％
対　 照 10 8 ．9 8 5 ・9 1 9 4 ・8 1 8 ・2 9 ．1 2 7 ．3
・0 ．1 5ウ．3 3 8 ．ワ． 9 6 ．0 5 5 ．1 4 2 ．5 2 1 ．フ 6 4 ．2 十 1 3 5 ・3
0 ．d l 7 5 ・4 4 0 ・2 1 1 5 ．6 4 0 ．7 1 6 ．8 7 ・8 2 4．6 9 。9











































































































薬　　　 剤　　　 感染赤血球酸素消糞量 直′30°l咤 申常赤血球酸素消費量〃l／3001¶琴




．・宣． ．…．州 闊 脈 ． ．亭． ．…． 孝幸　 竜…　 童壷 ．彗萱
摘 呂。㌘雛ニー　　 ・出 汁．批 …三
和銅拍相川
喜糾 う・．　 訃 報．　　　1


























































































































































三 ；三言 －描 描 鼎 12．1 31・。 ．11・。















　 11・日 自5．8　2 9 34 6 3・1　0 9 3
92・0　 14・1 40．5 十 3・1
：三二； ：：：： 三≡二： 叫 。 錮 ：；：三一 三二； 十 3．。
薬　 対　 照　 8 138．1 77・1 215・2　 － l 4 16・1 10．2　 26．3
剤　 竃。言。昔 。 137・2 。。・7　 2。3．。 5．2 。 1。．。 8．。 士。．。 十 。．。
授　 対　　 照　 8 115．8　 89・0　 204．8　　 －　 4　 26．5　 12・2　 38・フ
蓋誉ユ品莞‡1三…：…－；3喜：三…‡二言十9ご三…；‥； 1三‥三三；二三ー5．9






































…三・ ．．垂茎 萱毒 萱． ・．爛 ． 脈 販
・5 0．33 0，12 0．45 63．4ま4 0．40 0．28
1・08 0．65 1．73 ー－5 0．59 0・48





対 照 4 0’．90
腎 キニーネ0．02 4 0．59
】対 ・照 4 1・13－アタリナミン－0．01 4 0・40
拭 対 照 4 1・23ブラスモヒン0・001 4 1・25u




























Taliaferro & Evans (1944)の解糖作用の
観察　Speck　&　Evans,(1945)に依る該
原虫抽出液の酵素学的研究, Coggeshall &
Maier C1941), Silverman et al (1944°,
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